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風速と流線形・２ 

 

Ａ，Ｂ２台のラジコンカーがあり，どちらも毎秒４ｍの速さで走ります。また，ラジコンカーは風の影響

で速さが変わります。ラジコンカーＡは風と同じ向きに進むときは風速の１０％分速くなり，風に逆らって

進むときは風速の１０％分遅くなります。Ｂは風と同じ向きに進むときは風速の１６％分速くなり，風に逆

らって進むときは風速の１６％分遅くなります。 

 

 

 

 

 

 

 いま，Ｐ地点から５０４ｍ離れたＱ地点に向けて風が吹いています。Ｐ地点を出発してＰＱ間を一往復す

るのに，ラジコンカーＡは４分１６秒，Ｂは４分２２.５秒かかりました。また，Ａが往路と復路にかかっ

た時間の差を ア ，Ｂが往路と復路にかかった時間の差を イ とすると， 

 ア と イ の差は２０.５秒でした。このとき，風速は毎秒何ｍですか。 
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風速と流線形・２ 毎秒５ｍ 

 

もし風が吹いていなかったとすると，  

ラジコンカーＡは４分１６秒＝２５６秒で，４×２５６＝１０２４（ｍ）進み， 

ラジコンカーＢは４分２２.５秒＝２６２.５秒で，４×２６２.５＝１０５０（ｍ）進みます。 

往復の道のりは５０４×２＝１００８（ｍ）なので，ラジコンカーＡとＢはそれぞれ 

１０２４－１００８＝１６（ｍ）と，１０５０－１００８＝４２（ｍ）だけ，風の影響で進む距離が短くな

っています。なぜ風の影響で進む距離が短くなるのかというと，風によって往路は速く，復路は遅く進むの

で，復路の方が時間が長くなります。もしも往路と復路で移動にかかる時間が同じであるのなら，風による

加速と減速はちょうど打ち消し合って秒速５ｍで進んだときと同じになります。実際には，往路と復路の時

間の差の分だけ，風によって減速して進む時間ができるので，その分進める距離が短くなるのです。ラジコ

ンカーＡとＢでは，風速によって減速される速さの比は１０％：１６％＝５：８なので， 

（距離）÷（速さ）＝（時間）より，
１６

５
：

４２

８
＝６４：１０５が， ア と イ の比にあたります。

比の差の１０５－６４＝４１が２０.５秒なので，比の６４は３２秒です。 

 ラジコンカーＡの往復にかかる時間の和は２５６秒，差は３２秒なので，往路は 

（２５６－３２）÷２＝１１２（秒）かかります。５０４÷１１２＝４.５（ｍ／秒）がＡの往路の速さな

ので，風速は，（４.５－４）÷０.１＝５（ｍ／秒）です。 
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